


























































例えば日本語によく見られる母音の連続（例：家 ［ie］，声 ［koe］，クエ ［kɯe］ など）は、
例外的に一音節に収まるとされる ［ai］ や ［aɯ］ を除けば、どれも二重母音ではなく連母
音であるということになる訳である （窪薗 2002，Vance 2008）。一方、上述のような音節
に基づく観点だけからでは「二重母音」をうまく定義することができない。英語において
も日本語においても、二重母音として認めがたい（もしくは存在しない）母音連続がある












きるとされる（鳥居・兼子 1969，枡矢 1976，竹林 1976）。これにより、日・英両言語に
おいて、ある種の母音連続がなぜ二重母音として認められないかが明らかとなるのであ



















る。公表された年代順に、Kenyon （1951） から Ladefoged （2006） まで九例ほど挙げてみ
る。
1）  実は、この学説も完全に確立したものとなっているわけではない。Kenyon （1951） や Trask （1996） などでは、





　　⑵　a. 下降 ai, au, iu, ɔi, ou, ei, ir, er, ar, ɔr, ur




　　⑷　a. 下降二重母音 ei, ou, ai, au, ɔi, iə, ɛə, ɔə, uə




　　⑹　a. 上昇 ai, ou, ei, au, ɔi
　　　　b. 中向き e（ə r）, u（ə r）, i（ə r）, ɔ（ə r）
　4．枡矢 （1976）：鳥居・兼子 （1969） 以降の日本で出た本格的な英語音声学書の一つ
　　⑺　音節核に現れる二つの要素からなる母音
　　⑻　a. 上向き二重母音 ei, ai, ɔi, au, ou（英米共通）
　　　　b. 中向き二重母音 iə, ɛə, uə（英のみ）
　　　　c. ｒ二重母音 ir, ɛr, r, ɔr, ur
　5．Trask （1996）：音声学・音韻論の辞書の一つ
　　⑼　 /ju/ や /ai/ のように、一つの核の中で、ある母音から次の母音に音質が滑らか
に移行する音である。通常、どちらかの母音は他の母音よりもプロミネンスが大
きい。/ju/ のように、プロミネンスの低い母音が第一要素であるとき （on-glide：
















母音になりやすい。ゆえに、 ［ai］ や ［au］ は最も二重母音らしい二重母音であり、





　　⒂　a. ai, aʊ, ei, oʊ, ju: （英・米）


































が最も一般的なものであろう。これに従えば、/ka/ （「蚊」） のような開音節は CV、/gɛt/ 






合体をなす場合（小泉 1997）」では、どうだろうか。例えば二重母音を含む音節 /spaɪk/ 











よく引用される英語の二音節語 ‘extra’ （/ɛkstrə/） を取り上げてみよう。英語の音素配列
論に従えば、/ɛk.strə/, /ɛks.trə/, /ɛkst.rə/ の三通りの分節法が可能である。さらには、摩


























































ても意識の上では（音韻論的には）長さを持たないからである。CV もしくは CVC から
成る音節を長く伸ばして発音する（もしくはテンポの極めて遅い歌曲として歌う）と、前
































る必要があるということである。図 1 は日本語と英語において、それぞれの単音節（日： 
/ka/，英： /strɪkt/）の長さが意識される際に置かれる起点と着点の位置を示している。
太線（━）は核部（母音）の線概念を、そして円（〇）は子音の点概念を示している。記













/ ♪♪♪♪ / というパターンでは、八分音符で表された長さをもつ音が四回連結されて










ない語の場合 （例：/hi.to/ 人） や、英語においてあたかも音節拍のように産出される特殊







である。図の 2 と 3 は分割リズムにおける音長計測メカニズムを図示したものだが、線分
AB を二等分する際に使われる計測アクセントの数が四つではなく三つである点に注意さ
れたい。二線を付加的につなごうとする場合とは異なり、一線を二分しようとするときに



































9）  短前打音が使われるようになるのは古典派以降（バロック時代とロマン派の間に位置し、百年記で言えば 18










である。‘Extra’ （/ɛk.strə/） の可能な分節法が一つに限らないのは（/ɛk.strə/, /ɛks.trə/, 
/ɛkst.rə/）、結局、どの分節法も英語の可能な音素配列論とリズム構造（♫）に違反してい
ないからである。つまり、二つの核（/ɛ/ と /ə/）の間に挟まれている三つの子音（装飾
























































12）  先の脚注 2 でも指摘したが、音節の長さは発話のテンポにも左右される。例えば、英語においてゆっくり発
音した ‘sit’ は通常の ‘seat’ よりも長くなるが、だからといって CVC 音節は CVVC よりも長いとは主張で
きない。両音節をモーラ数で比べると、後者（超重音節）は前者（重音節）より一つ多く、実際にやや長くな
る。ただしモーラ言語のように二倍長くなるわけではない。
13）  引音 R を含む CVV 音節（例：香 /koo/）においては、意図的にゆっくり生成しない限り、図 1 に示される計
測メカニズムが採られるものと思われる。一方、促音を含む CVQ の場合は、構造が単音節（CV）＋ Q であっ
て、一つの音節とはなっていない。促音は、リズムの観点から言えば、音楽理論でいうところの休止（rest）
としての機能をはたしているだけで、表層的に二重子音となるのは逆行同化によるものである（Otaka 2013）。





























くは ISI: Inter Stress Interval）がいくつの音節で分割されるかで相対的に決まる。例え
ば、先の図 3 で取り上げた英語の二フットから成る五音節語 ‘rècommendátion’ におい











　a. 軽音節（一モーラ）：V, CV, CCV, CCCV
　b. 重音節（二モーラ）：VC, CVC, CCVC, CCCVC, VV, CVV, CCVV, CCCVV























（2002）によると、CVV や CVC が二モーラの長さを持つかどうかは、基本的に、VV や
VC の部分（rime）の聞こえ度の度合いと関係するという。つまり、CVC より CVV が
16）  単位としては点であるものも、具現されると物理的大きさをもつものとなるということである。
17） 脚注 3 を参照のこと。
― 16 ―
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　英語音節の内部構造 （syllable-internal structure） に関しては、現在、図 5 に示すよ









18） 複数マーカー /s, z/、序数詞マーカー /θ, ð/
― 17 ―
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語の作られ方 （e.g. breakfast + lunch → brunch）、言い間違い（スプーナリズムや吃音）
などの観察結果に基づくものである（窪薗・太田 1998）。
　上述のような、音節構造の要素にライムを普遍的な存在として認める考え方は 1970 年








がある。図 7 に示したものがそれである。ここで特筆すべきは、CV とコーダ （C/V） 間
に接点が認められ、全体として左枝分かれ構造をしている点である。尚、図 8 に示すよう
な、英語の音節にライムを認めない構造を支持する研究者もいる （Pierrehumbert & Nair 
1995）。
　　　　 










































は思われない。英語になぜ頭韻 （alliteration: e.g. Mickey Mouse） が存在するのかと言え
ば、最大の理由は、日本語などと比べ頭子音部に起こりうる音の組み合わせの数が多いこ
とにある。例えば、同音の組み合わせが 10 種類の音の中から選ばれる場合と 50 種類の音
の中から選ばれる場合とでは、組み合わせにおける希少度は異なり、これが高いほど聞き
手は頭韻の存在（意図的な音の選定）に気づきやすくなる（Otaka 2006 p.89）。ライムの
韻 （rhyme: e.g. Seeing is believing.） は、頭韻とは異なる場所（母音 + コーダ）で起こる
が、これが存在できるのも母音と尾子音の組み合わせが希少度において高いからである。
英語の押韻には、その他に母音韻（assonance: e.g. shake and hate）や子音韻（consonance: 










位となる。しかし、それ以外にも長音節の （C）VV や （C）VN もある 19）。この種の音節は、
モーラに着目すれば （C）V.V, （C）V.N と分割が可能だが、前者の場合は分節ではない。全
体がその最初と最後にそれぞれ起点と着点をもつ一音節で、分割リズムは関与しないか
らである。言い換えると、CVV は独立した二モーラ単音節である。よって「東京」は 





19） CVQ に関しては、本稿の脚注 6 を参照のこと。
― 20 ―
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着点を兼ねる中点ではないもののことである。よって例えば「簡単」は、/kaN/ と /taN/ 
に分節される。一方、後者の解釈は分割リズムにおける音節の定義に基づき、音節とは
「出だしと括り部に計測アクセントが置かれ、聞こえの山が一つだけ生じる音群」のこと
である。（C）VN は先の図 2 で示した構造をもち、（C）V と N の長さは分割リズムに則っ
て計測される。この場合、N は成節子音と見なされる 20）。
　英語の分節法はどうであろうか。例えば Japán は、最大頭子音原理（Maximal onset 
principle）に基づき Ja.pán と分節される。しかしその形容詞形 Jàpanése では、強勢位置
の変動により Jàp.a.nése と分節されるのが普通である（窪薗 2002）。英語において強勢音
節は必ず尾子音を従えるからである。これはこれで正しい分節法なのだが、もっと正確に




































































が必要なので、［ɪə］，［ʊə］ と ［ɛə］，［ɔə］ はあまり相応しい二重母音ではないということ




上の抵抗度 （degree of resistance） は高いままなのである。よってこの母音の聞こえは、






くは /w/ のわたり音（半母音）が使われる場合もある。簡易表記（例：/ai/, /au/）か精
密表記（例：/aɪ/, /aʊ/）かに基づいて規則的に使い分けられるときもある。わたり音を
使う表記（例：/aj/, /ej/, /aw/, /ow/）よりも単母音を使う表記を好む研究者は、二重母
音の第二要素は舌の位置においてわたり音と異なると考えるためである23）。しかし一方で、
わたり音を使う表記の方が全体を一つの音節として表現できるので優れていると考える研















かったが（中野 1972, 小泉 1996, 杉藤 1996, 御園・平坂 2013）、現在では肯定的な研究者
が多いように思われる。ちなみに、日本語の母音に例外的に高舌母音 /i/, /ɯ/ で終わる
二重母音が含まれるのを最初に指摘したのはエドワーズ（1969）であった。そしてその十
年後に、『国語学辞典』（時枝編 1979, p.719）の中で柴田が二重母音について解説し、［ei］, 













母音である英語の ‘cow’ （［kaʊ］） や中国語の「苦」（［kaʊ］） とは異なるとある（p.7）。ま
た、英語と日本語における二重母音の違いについては次の通り説明している。
英語などにおいては二重母音の終わりの部分は到達点ではなく到達目標ととらえられるの





















図 10．日本語の二重母音 /ai/ の内部構造
　　　　
図 11．日本語の連母音 /ie/ の内部構造
図 11 のような連母音の場合（例：知恵 /tie/）、聞こえの上では全体がピーク一つの山に
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The Phonological Differences between Diphthongs 
and Compound Vowels in English and Japanese
Hiromi OTAKA
Abstract
The purpose of this paper is to explore the phonological difference between diphthongs 
and compound vowels in English and Japanese. Diphthongs in American English for 
example are usually thought to be vowels like ［aɪ］, ［eɪ］, ［ɔɪ］, ［aʊ］, ［oʊ］, ［ɪə］, 
［ɛə］, ［ɑə］, ［ɔə］, and ［ʊə］ （Yasui 1992）. In Japanese, some compound vowels like ［ai］ 
and ［aɯ］ are also sometimes regarded as diphthongs （Kubozono and Homma 2002）. 
　　Diphthongs have been defined in various ways by many phoneticians, but they 
have not yet been studied enough in order to reach a precise definition. Many linguists 
consider diphthongs as “a single syllabic nucleus which begins with one vowel quality 
and changes more or less smoothly to a second vowel quality” （Trask 1996）. However, 
this definition is unclear because it cannot successfully differentiate diphthongs from 
compound vowels. For example, Japanese compound vowels such as /ie/ （‘house’） 
and /ei/ （‘thornback fish’） also appear to be connected smoothly in terms of quality, 
judging by F1 and F2 on a sonogram. 
　　Thus, researchers have come to also consider sonority （i.e. intrinsic loudness） 
in order to make the definition of diphthongs more precise, claiming that “one of the 
two vocalic elements is usually more prominent in sonority than the other, as in /ju/ 
（V2 > V1） and /ai/ （V1 > V2）” （ibid）. However, once again, this seems to not be a 
precise definition because diphthongs like /ju/ （V2 > V1） could also be regarded as CV 
composed of a glide plus a vowel. In addition, a definition based on the latter case （V1 
> V2） seems to not always be able to differentiate diphthongs from compound vowels 
in Japanese. It is still not clear whether for example /ei/ is monosyllabic or disyllabic. 
Furthermore, accentuation could also be influential in differentiating diphthongs from 
compound vowels in Japanese. For example, aside from sonority, the vowel sequence 
/ai/ in the word maiku （‘microphone’） can be regarded as a diphthong because V1 is 
accented, but its counterpart in another word taisho （‘object’） can be regarded as a 
compound vowel because V1 is not accented in this word.
― 29 ―
二重母音と連母音の違いは何か？……大髙　博美
　　In this paper, diphthongs are defined based on a new definition of the syllable, which 
results in a clear differentiation between diphthongs and compound vowels.
　　The syllable is basically a rhythmic unit composed of one nucleus and a few （or no） 
consonants before and after it, and diphthongs are vowels occurring within a nucleus. In 
a geometric sense, a nucleus is phonologically analogous to a line, while consonants are 
analogous to points, so a diphthong can be regarded as a single line consisting of points 
in a sequence, of which the second V occupies the last point. The physical duration of a 
syllable is realized by means of a phonological unit “mora.” 
　　On the other hand, compound vowels are composed of two vowels existing 
phonologically as two lines in a row. In other words, the second V is regarded as a line, 
not a point. 
　　The concept of sonority is also useful to define diphthongs more accurately because 
it can help listeners grasp a sequence of phonemes acoustically as a chunk called a 
“syllable,” which consists of one peak in intrinsic loudness.  
